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1.福井県立病院救急科専門研修プログラムについて 

 1  念 使命 

                                             

   。 

                                             

                         必   りま 。 

  そ                                          

                         国民  っ     りま 。  

  本研修プログラム         民                         

                        。 

  本研修プログラム 修                                 

    必                                       

         修             りま 。 

  ま                                          

              本                       可   りま

 。 

  さ             体制 特     (プ      )          維持・

発展 加え 災害時      与     体    維持  仕事      可   りま 。  

                                            

                             り 必     適切     

                  ・          りま 。 

  さ           院   維持・発展  与      り    体         

               。  

 2 専門研修の目標 

   攻  皆さん 本研修プログラム     研修  り        え      ま 。 

  1) 様々              適切       え 。 

  2)            時               。  

  3)             え 。   

  4)              ・                            

   。   

  5) 必      院     え 。  

  6)  院            ロ    え 。  

  7) 災害            発    。   

  8)               え 。  
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  9)                え 。  

 10) プロ        ム    最新    知識 技      修     維持    

 11)              際     配慮  え 。   

 12)            事              。  

 

 

2.救急科専門研修の方法 

  攻  皆さん      3        っ   研修  っ     ま 。 

 1      の学習  

               り        領        働    攻  皆さん  

             ま 。 

  1)      実 修練(on-the-job training) 

  2)                                  

  3)抄読 ・勉強   参加 

  4)                 ム 利用   知識・技      

 2     を離れた学習 

  国              ・研                         

             JATEC JPTEC ICLS(AHA/ACLS 含む)      off-the-job 

training course     参加      ま (参加費用 一部 研修プログラム 負    

ま )。 

  ま     領  必須  っ   ICLS(AHA/ACLS 含む)         修      

 ま 。                  イ   ラ       参加      配慮

  そ      ん     ま 。ま  研修       本      そ      

      さ   制・  ・         そ   少    1  参加      

   用意   ま 。  

 3 自己学習 

    研修                        本      そ       

         針  e-Learning    用      院     利用         

ま 。 

 

 

3.研修プログラムの実際 
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  本プログラム      領 研修  キ ラム(添付資料)  っ              

 ・         技          研修        研修    研修 組  

 せ  ま 。  

 1 定員:3名/年 

 2 研修期間:3年間 

 3 出産 疾病罹患等の事情に対  研修期間についての   は「項目19.救急科研修の休止 中断 

プログラム移動 プログラム外研修の条件 を      い。 

 4 研修施設群：本プログラムは 研修施設 件を満たした下記の4施設に って いま 。 

  1)福井県立病院救命救急セ タ (基幹研修施設)  

   (1)   領   院  :三次      (        ) 災害   院      

     ロ  (MC) 議              院  子 災害   院 

   (2)   :      7名（ 本          1名    6名 そ         

  師） 

   (3)  車  件 :4,300件/年  

   (4)   来    :30,000人/年  

   (5)研修部 :        (  室     室          棟) 

   (6)研修領   容: 

    i.  室       来  (        ・小児  ・婦人   ・精神   ・眼 

  ・耳鼻   ・泌尿    等           含む) 

    ii.   ・整形      技・   

    iii.           技・   

    iv.    室          棟     院   

    v.          ・  管  

    vi.          ロ  (MC) 

    vii.災害  （ 子 災害  含む） 

    viii.      事 制 

   (7)研修 管 体制:   領   研修管 委員     

   (8)給与: 本給:月給65万円 超過勤    宿 直  :2万円/ （変更有り） 

   (9)身分:常勤：非正規 員(後 研修 ) 

   (10)勤 時 :6:00-14:00 8:30-17:15 14:00-22:00 16:30-0:30 0:30-8:30    体制 休

暇：1年 10  夏季休暇3  忌引 正規 員  様 

   (11)   険:労働 険 健康 険 厚生年金 険 雇用 険 適用 

   (12)宿舎:公舎 利用可 （単身用） 
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   (13) 攻 室: 攻  用         院 局   人    (机 椅子 棚) 充  

  。  

   (14)健康管 :年1 。そ  各 予防接  

   (15) 師賠償 任 険:各 人   加  推奨  

   (16)     離  研修 動: 本       本          本        

 本         本            本      本      本  

    本  災害     本 院            ・           

     1    参加    報告   。参加費旅費等 支給 

   (17)週   ジ    

 勤（8:30-17:15例） 

時 月 火 水 木 金 土   

8 
ICU申  り  

  室申  り  

9  例 討   義 抄読   義  例 討   

10 

   (  室 ICU  棟)  

随時：休憩45分  

11 

12 

13 

14 

15 

16 
ICU申  り  

17 
  室申  り  

 
18 
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  2)福井大学医学部附属病院 

   (1)   領    院  :大  院 

   (2)   :      9名( 本       1名      8名） そ        2

名 

   (3)  車  件 : 2,450件/年  

   (4)   来    :15,000人/年  

   (5)研修部 :    部・  部(  室      棟)  

   (6)研修領   容： 

    i.  室        (        ・          含む) 

    ii.   ・整形      技・   

    iii.           技・   

    iv.     室      棟     院     サ チ   研    

   (7)   研修 管 体制:   領   研修管 委員      

   (8)週   ジ     

時 月 火 水 木 金 土   

8  直申  り・   棟    

9 

  (  室    棟)  

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 
      

     

画像    

     
抄読  

多     

      
 例 討    

18  
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  3)杉田玄白記念公立小浜病院  

   (1)   領    院  :三次        (人口過疎  )  

   (2)   :      1名（ 本          1名） そ        1名    

   師(    3名 整形  2 名)  

   (3)  車  件 : 2,000件/年  

   (4)   来    :15,000人/年 

   (5)研修部 :  室 ICU  棟(    ・  ・整形  ・皮膚 ・耳鼻 等)  

   (6)研修領  

    i.一般     技・   

    ii.   候                   

   (7)   研修 管 体制:   領   研修管 委員     

   (8)週   ジ     

時 月 火 水 木 金 土   

8  直申  り・ 棟    

9 

   (  室  棟 各    )  

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 
      

     

画像    

     
抄読   

多      

      
 例 討     

18  
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   4)公立丹南病院 

    (1)   領    院  :  二次       

    (2)   :      2名 そ           師 

    (3)  車  件 : 2,000件/年  

    (4)   来    :6,000人/年  

    (5)研修部 :  室      来・ 棟(   整形      小児 ほ ) 

    (6)研修領  

     i.    (        ・          含む) 

     ii.   ・整形      技・    

     iii.           技・    

    (7)   研修 管 体制:   領   研修管 委員      

    (8)週   ジ     

時 月 火 水 木 金 土   

8  直申  り 棟    

9 

   (  室  棟)  

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 
      

     

画像    

     
抄読  

多     

      
 例 討     

18  
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   5)神戸市        央市民 院 

    (1)   領    院  :  二次       

    (2)   :      12名      4名 そ           師  

    (3)  車  件 : 9,500/年  

    (4)   来    :34,000人/年 

    (5)研修部 :  室      来・ 棟 

    (6)研修領  

     i.    (        ・           ド     含む) 

     ii.   ・整形      技・    

     iii.           技・    

    (7)   研修 管 体制:   領   研修管 委員     

ER 

journal club(1 /月) 

後 研修       師          マ    論文  索  そ   マ    最新 知見  

本 知識 皆 共有   

Resident day(   1 /2〜3ヶ月) 

後 研修   象        師   勉強  

  オ プ     (1 /週) 

各      師                        義・ハ  オ      

        研修(1〜２ /月) 

看 師   研修      ER   イ  ジ          研修                

multiple encounter           

EICU 

journal watch(1 /月) 

各月 掲載さ           論文 5本厳選  発表  。      参加 

ECMO        (1 /週) 

ECMO 実際 触っ     ラブ       グ    ぶ 

Clinical Question(1 /週) 

普        出   clinical question ま   皆 共有   

M&M       (隔週) 

死亡 例             ょっ            共有  今後    向 させ  

    勉強 (隔週) 

普 勉強                勉強  



- 9 - 

 

    領    研修プログラム    師           幅        最 端  

 ・    解          思考  体       視   ま 。 

 具体      研修         研      研         研  直接・ 接

 触     持           研修        研       研  実   

 体制  え    含   ま 。  

 

 

   6)   医療法人敬愛 中頭病院 

(1)救急科領域関連病院機 :地域二次救急医療機関 

(2)指導者:救急科専門医2名  

(3)救急車搬送件数: 6500/年  

(4)救急外来受診者数:13000人/年  

(5)研修部門:救急室 ICU 

     (6)研修領域 

      i.救急診療(クリ    ケ  重症患者に対  診療含む) 

ii.外科的 整形外科的救急手  処置  

iii.重症患者に対  救急手  処置  

(7)施設内研修の管 体制:救急科領域専門研修管 委員 に    

(8) 間 ケ ュ    

時  月  火  水  木  金  土  日  

8  当直申し送り病棟回診  

9  

診療 (救急室 病棟)  

10  

11  

12  

13  

14  

15  

16  

17  
外傷     

     

画像     

     
抄読  

多職     

      
症例検討     

18   
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福井県立病院救命救急セ タ （救急18か月＋集中治療3か月） 

福井大学医学部附属病院救急総合診療部（救急診療3か月） 

杉田玄白記念公立小浜病院（6か月） 公立丹南病院（6か月） 

5 研修プログラムの基本  ュ    

 研修領    研修      室      (         小児  含む)18 月    

  部 （    含む）3 月  大 （研 含む）3 月 過疎        12 月     

ま 。    部  ド     ・ヘ 部  研修  神戸市        央市民 院   。 

      人敬愛  頭 院            イ    研修   。 

  

 

 

 

 

 

 

  選択式：        修神戸市 神戸市        央市民 院（3 月） 

             研修     人敬愛  頭 院（3 月）   

 

 

4.専攻医の到達目標(修              ) 

 1 専門    

   攻  皆さん    研修  キ ラム  っ    キ ラムI  XVま  領    知識

 修       ま 。知識   水   研修修 時 単        可       

 本      必修水  努 水  分     ま 。  

 2 専門  (診  検  診断 処置 手   ) 

   攻  皆さん    研修  キ ラム  っ               技     

 技    技     技  修       ま 。    技   単  実      

         実       分     ま 。  

 3 経験目標(   内  経験数       学習法   評価法等) 

  1)        ・    

     攻  皆さん             必須   努      分さ   ま 。 

  研修  キ ラム  参   さ 。 

          ・      本研修プログラム     分  例     適切     

           ま 。  

  2)       察・  等 

     攻  皆さん       察・  等 必須   努      分さ   ま 。 

  研修  キ ラム  参   さ 。 
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        察・  等    本研修プログラム     分  例     適切     

           ま 。  

  3)        ・  等 

     攻  皆さん        ・       本     ・           

 実 出来        ま 。そ      ・            実     

           ま 。 

    研修  キ ラム  っ            実    そ   必 最   決  

   ま 。   研 修  キ ラム  参   さ 。 

          ・  等    本研修プログラム     分  例     適切    

            ま 。  

  4)        (  ・                  ) 

     攻  皆さん   則   研修    3 月   研修       杉田玄白記念公 

小浜 院    公 丹南 院 研修             ・     実際    

     ま 。 

    ま  消防組織  事後   委員   参加         特         り 

              ロ   動 参加      ま 。  

  5)    動  

      研    研         っ     ま 。 攻  皆さん 研修    筆

頭    少    1       研修委員        領     発表  え 

   共 発表         ま 。 

    ま  筆頭    少    1編 論文発表  え    共著         ま 。さ

   福井県  院 参画                 皆さん    例     

    ま 。 

 

 

5.           に       の習   

 本研修プログラム        研修         技  実 修練(on-the-job training)

                           各            知識・技 

           ま 。 

 1 診療科に             関連診療科 の合同         

   常   サ           参加     プ           向      

  過     解     画    論  ん     ま 。 

 2 抄読 （   ナ クラ ）や勉強 への 加 
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  抄読  勉強   参加 イ   ネ     情報 索     り   疫  知識 EBM 

       来         向          ま 。 

  ま ジャ    ラブ  各  マ      マ     ビ        研修     

  せ  ビ   容 プ           養 。 

 3      の  ュ        ムを利用した     の習   

  各研修         ビ オ   利用      実            ・   

技  修       ま 。 

  ま    研修     福井県  院 主   ICLS    小児     （FACE）    

 ジ      被ば                （PTLS）   エ      加え   

             ラ     資   用       グ  り        

キ  修       ま 。  

 

 

6.学問的姿勢について 

    領    研修プログラム    師           幅        最 端 

  ・    解          思考  体       視   ま 。 

 本研修プログラム    攻  皆さん 研修          容   問     実   

っ     ま 。 

 1 医学 医療の  に     常に自己学習し 新しい  を修   姿勢を指導医 り伝授しま

 。 

 2 将来の医療の発展のために基礎研究や  研究にも積極的に関わり        に  加して

リ   マ   を  していた  ま 。 

 3 常に自分の診療内 を点検し 関連  基礎医学   医学情報を探索し EBMを実   指導医の

姿勢を学  いた  ま 。 

 4 学  研究   に積極的に 加 発 し   を  していた  ま 。指導医 共同発 者

や共著者 して指導いたしま 。  

 5  らに 外傷 録や  止 録  の研究に    ため専攻医の   の経験症例を 録して

いた  ま 。 の症例 録は専門研修修了の条件に用い    出来ま 。  

 

 

7.医 に                      について 

               (       )   師     本     (       

  )          知識・技  含ま   ま 。 攻  皆さん 研修         

                努      ま 。 
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 1 患者への し方に  し 患者や      タ   の  ュニケ     力を磨   。 

 2 自立して 誠実に 自律的に医  しての責務を果たし 周囲から信頼 れ   (プロ     

ナリ ム)。 

 3 診療記録の   記       。 

 4 医の   医療  等に  し 患者中 の医療を実      。  

 5   から学   を通して基礎医学   医学の  や  を修      。 

 6   ム医療の一員 して 動    。  

 7   医 や      タ  に教育 指導を    。 

 8.施設群に  研修プログラム   地域医療についての考え方 

 

 

8.施設群に  研修プログラム   地域医療についての考え方 

 1 専門研修施設群の連携について 

    研修    各    効果           りま 。 

  具体    各       委員 組織        攻  皆さん 研修状況    情

報 6 月 一 共有     各      例 分野 偏り   研修       完     

 攻  皆さん 必         ・    察・  等   ・   等          

  ま 。併せ  研修    各   年 毎   実績     領 研修委員  報告   

ま 。 

  ま      1名        研修      2年  研修            ま

 。 

 2 地域医療 地域連携への対応 

  1)   研修               公 丹南 院 公 小浜 院 出向       

        任  っ  師    動      ぶ          実状   

           ま 。3 月          則    ま 。  

  2)            ロ   議  参加      消防本部 出向   事後   

      院    実状      ま 。 

 3 指導の質の維持を図 ために  

  研修                共有           考慮   ま 。 

  1) 研修       研修プログラム 研修   攻         hands-on-seminar  

         容 共     っ  ま 。   

  2) さ    本      そ              hands-on-seminar    参加

          容 一  充実  っ     ま 。 
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  3) 研修          IT   整  Web 議   ム  用            

Web                籍            分           

配慮   ま 。 

 

 

9.年次毎の研修計画 

  攻  皆さん   福井県  院     研修          研修     研修  

キ ラム     ・    察・     ・               ま 。 

 年次毎 研修 画      ま 。 

  ○専門研修1年目  

   ・ 本     (         ) 

   ・         本 知識・技   

   ・         本 知識・技   

   ・ 院   ・災害       本 知識・技   

   ・必       ロ         研修  

  ○専門研修2年目  

   ・ 本     (         )  

   ・         用 知識・技   

   ・         用 知識・技   

   ・ 院   ・災害       用 知識・技   

   ・必       ロ         研修  

  ○専門研修3年目 

   ・ 本     (         )  

   ・        実  知識・技  

   ・        実  知識・技  

   ・ 院   ・災害      実  知識・技  

   ・必       ロ         研修 

            院   ・災害  等 年次    弾   研修 ま 。 

 必須       知識・技  年次毎         到達  (例 A:     伝え  B:

チ ム 一員    動    C:チ ム       出来 )     ま 。  

 研修      研修       研修          組 せ    ロ       

   最       容    例   公  無     分 配慮   ま 。 
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 研修  序   等       攻  皆さん    考え  々  攻  希望 研修 捗状況 

各 院 状況      体制 勘案   研修     研修プログラム管 委員  見直   必

    ば修正させ     ま 。 

 

表 研修   ロ      研修 実際（3名：A,B,C   ） 

   型  
  

   
  名 

主   

研修 容 
1年  2年  3年  

  研修

    
7 
福井県  

院  

     A,B,C A,B,C             

                  A   C       

      

      
2 

杉田玄白記念公

 小浜 院  

    ・ 

     
                B  A,C 

二次  

      
0 
公 丹南 

院  

     

   
            C A  B 

大  院 8 
福井大 附

属 院 
研              B  A   C     

    

     
4 

神戸市     

   央市民 

院・     人

敬愛  頭 院 

    ・

     
              B         

A,B,C: 攻   攻             最小幅 3 月  

 

 

10.専門研修の評価について  

 1 形成的評価  

   攻  皆さん 研修        知        。  状況 形         

                   領    知識   技   。 

   攻  皆さん   攻 研修実績   マ       チ        記    マ 

       ド    形            ま 。 

         研修   養         本     等              

身       駆   皆さん    ド      ま 。 

  次            結果  年     年   直後 研修プログラム管 委員   

出      ま 。研修プログラム管 委員      研修実績      記      

               報告 年次報告  容 精   次年  研修   反映させま 。 
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 2 総括的評価  

  1) 評価項目 基準 時期  

    攻  皆さん  研修  直   攻 研修実績   マ       記    マ  

   年次毎    加                知識    技   師    

え          適 等        さ ま 。   研修  キ ラム  さ 

                  ま 。  

  2) 評価の責任者  

   年次毎      研修      任    研修管 委員    ま 。  研修   

体           研修       研修プログラム   任    ま 。 

  3) 修了判定のプロセ   

   研修     研修プログラム管 委員      知識 技    そ         

    ま 。修      攻 研修実績   マ   記載さ         ・ 

   察・  等   ・  等                       等   

   研修  キ ラム         必   りま 。 

  4) 他職 評価  

   特        看 師 薬剤師   放射線技師 MSW等 多              

  攻  皆さん  常    察           りま 。 

   看 師 含ん 2名          察記        研修      任   各年

       時  攻 研修マ          形            りま 。  

 

 

11.研修プログラムの管 体制について 

   研修         研修       攻  皆さん            攻  皆

さん      ・  体制等        願    ま 。 

     向      ム         ド       研修プログラム 改善     

 ま 。そ       研修       研修プログラム  攻      管        

研修プログラム管 委員      ま 。  

  救急科専門研修プログラム管 委員 の役割は以下の  り  。 

  1 研修プログラム管 委員   研修プログラム   任  研修プログラム       等 

  さ   攻      研修プログラム 般 管    研修プログラム    改   っ

  ま 。  

  2 研修プログラム管 委員     攻          出さ    記     マ   

    攻           必   言  っ  ま  。  
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  3 研修プログラム管 委員             研修プログラム   任  修     

 っ  ま 。  

  プログラム統括責任者の役割は以下の  り  。 

  1 研修プログラム  案・実      攻      任 負っ  ま 。 

  2  攻  研修 容 修 状況     そ 資      書面 発  ま 。 

  3 プログラム 適切 運営 監視  義   必     プログラム 修正   権限 有  

 ま 。  

  本研修プログラムのプログラム統括責任者は下記の基準を満たしていま 。  

  1   研修     福井県  院             り       研修     。  

  2           3  更新    21年       り     過去3年  7名  

              有   ま 。  

  3          論文 筆頭著     60編 英文 共著    8編 発表   分 研 

        有   ま 。  

  4  攻  人   20人 超え      プログラム   任  資格 有         

 副      副プログラム 任    ま 。  

  本研修プログラムの指導医7名は日本専門医機構に って定められてい 下記の基準を満たしていま

 。  

  1   研修         資格 持   分      有          有   

師   。  

  2           5年      持  少    1  更新  っ  ま (ま  そ  

 等 考え   )。  

  3         論文 筆頭     少    2編 発表      。 

  4   研修   養         本     等                 ま 。  

■基幹施設の役割 

   研修       研修プログラム 管     プログラム 参加   攻      研修

          ま 。   そ     。  

 1   研修     研修環境 整    任 負っ  ま 。 

 2   研修     各  研修   研修   領        プログラム    ま 。 

 3   研修       研修プログラム 修      ま 。  

■連携施設 の委員 組織  

   研修       研修管 委員  組織           研修 管  ま 。 

 ま  参加  研修      研修     研修プログラム管 委員      出    攻

      研修プログラム     情報   情報共有   ま 。  
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12.専攻医の就業環境について 

    領    研修プログラム    研修    任    攻  皆さん 適切 労働環境 

整  努        身 健康維持 配慮   ま 。  

 そ ほ  労働   勤 条件等 骨子      ま 。 

 1 勤務時間は に40時間を基本 しま 。 

 2 研修のために自発的に時間外勤務を    は考えられ    は りま     の  に 

 を た  い  に自己管 して   い。 

 3 当直業務  間診療業務を  し  れ れに対応した給与規定に従って対価を 給しま 。 

 4 当直業務  いは 間診療業務に対して     ク  プ体制を整えて負担を軽減いたしま 。 

 5 過重 勤務  ら い  に  に休日を れ   を保証しま 。 

 6  施設に   給与規定を明示しま 。  

 

 

13.専門研修プログラムの評価 改善方法  

 1 専攻医に  指導医   研修プログラムに対  評価 

   本         領 研修委員     書式 用    攻  皆さん  年 末   

           プログラム        研修プログラム   任   出      

ま 。 

   攻  皆さん      研修プログラム             利  被      

          改善  望 研修プログラム管 委員  申              

っ  ま 。 

    研修プログラム    疑義解釈等  研修プログラム管 委員  申 出      ば 

答え   ま 。 

  研修プログラム管 委員        ば         研修プログラム研修    ・ 

 部   え      ま 。  

 2 専攻医等からの評価(      ク)を   ム改善につ   プロセ 研修プログラムの改善

方策について以下に示しま 。 

  1) 研修プログラム   任  報告 容 匿名   研修プログラム管 委員   出  管 委

員  研修プログラム 改善 生  ま 。 

  2) 管 委員   攻         報告用紙             向 させ    

支援 ま 。   

  3) 管 委員   攻      体制      報告   体制 改善 反映させま 。 



- 19 - 

 

 3 研修に対  監 (       等) 調 への対応 救急科領域の専門研修プログラムに対  

監  調 を受 入れて研修プログラムの 上に努めま 。  

  1)   研修プログラム                 部   監 ・      研修

     任    研修     任     ま 。 

  2)   研修 制        資         研修     任    研修   

  任             プロ           誇り  任  盤    律

     ま 。 

  3)     研修             サイ ビジ   プログラム   客     

   視 ま 。 

 4 福井県立病院専門研修プログラム連絡協議  

  福井県  院     本領   研修プログラム 擁   ま 。 

  福井県  院    院  各  研修プログラム   任    研修プログラム      

       研修プログラム 絡 議      福井県  院     攻      攻 

     遇   研修 環境整 等      議 ま 。 

 5 専攻医や指導医に  日本専門医機構の救急科研修委員 への直 の報告  

   攻       攻        研修プログラム 大  問     考え   (   

ハラ       人権問  含む) 福井県  院     研修プログラム管 委員   さ 

  直接 記  絡   

  電話番号：03-3201-3930 

  E-mail     ：senmoni-kensyu@rondo.ocn.ne.jp 

  住所：〒100-0005  東京都千代田 丸の内3-5-1 東京国際 ォ ラムD棟3階 

 6 プログラムの更新のための審  

       研修プログラム   本         研修委員   っ  5年毎 プログラム 

更新    審    ま 。 

 

 

14.修了判定について 

 研修     研修プログラム管 委員            申請年 （  研修3年  時 

   そ  後）  知識・技 ・         達              修     

 ま 。 

 修      攻 研修実績   マ   記載さ         ・    察・  等   ・

  等                       等      研修  キ ラム     

    必   りま 。 
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15.専攻医 研修プログラムの修了に  て       

 研修     研修プログラム管 委員      知識 技    そ            

ま 。 

  攻  所  様式      申請年 4 月末ま    研修プログラム管 委員   付   

  さ 。  研修PG管 委員  5月末ま  修       研修  書  攻   付 ま 。 

 

 

16.研修プログラムの施設群  

 ○専門研修基幹施設  

  ・福井県  院      研修      。  

 ○専門研修連携施設 

  ・福井県  院   研修プログラム            院       実績・    

       。 

  ・福井大   部附属 院 

  ・杉田玄白記念公 小浜 院  

  ・公 丹南 院  

  ・神戸市        央市民 院 

  ・     人敬愛   頭 院 

 ○専門研修施設群  

  ・福井県  院          り  研修       ま 。  

  ・  研修       範囲  

   福井県  院   研修プログラム   研修     福井県(福井県  院 福井大   部

附属 院 杉田玄白記念公 小浜 院 公 丹南 院)   兵庫県(神戸市        央

市民 院) 沖縄県（     人敬愛   頭 院）  りま 。            

 院    小 院(過疎   含む)  っ  ま 。 

 

 

17.専攻医の受 入れ数について  

     攻    分  例     ・  等                   実績 

     攻      限     ま 。 

  本           各研修         り  攻      限 1人/年   一人

       年       持  攻   3人    っ  ま 。 

 ま  研修           例       攻         限 決まっ  ま 。 
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    過去3年     研修    そ        攻          均 実績 考慮

   次年     著  超え      さ   ま 。  

 本研修プログラム 研修          福井県  院5.8名 杉田玄白記念公 小浜 院1.0名 

公 丹南 院0名 福井大   部附属 院0.1名 神戸市        央市民 院0.1名     

 人敬愛  頭 院0.1名  7.1名    毎年 最大 8名  攻          出来ま 。 

 研修     例   攻 3人    必    分            持っ     ん

     ま 。  

 過去3年   研修    体   12名             実績 考慮   毎年の専攻

医受 入れ数は3名 させ     ま  。  

 

 

18.         領域 の連続 について  

 1          領域 して予定 れてい 集中治療領域の専門研修について 

  福井県  院      研修           ・                 

 領    研修       例  技    一部 修                

後     領 研修         ま 。 

  ま  選択   神戸市        央市民 院       ド      ド   ヘ 

研修       可   。 

 2 集中治療領域専門研修施設を   救急領域専門研修施設 は 救急科専門医の集中治療専門医

への連続的 育成を 援しま 。  

 

 

19.救急科研修の休止 中断 プログラム移動 プログラム外研修の条件 

     領 研修委員   さ    研修  特別 事情          ま 。 

 1 出産に伴 休暇は 産前6  産 8 は研修期間 して認めま 。 の際 出産を証明  ものの

提出     。 

 2 疾病に  休暇は 90日ま 研修期間 して認めま 。 の際 診断書の提出     。 

 3 短時間雇用の形 は りませ 。  

 4 上記項目1 2 3に 当  専攻医の方は  の期間を いた常勤 の専攻医研修期間 通算2年

半以上  に りま 。  

 5 大学院に所属しても 分 救急医療の  実績を保証  れ 専門研修期間 して認めま 。た

 し 留学 病棟勤務の い大学院の期間は研修期間 して認められませ 。  
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 6 専門研修プログラムを移動    は 移動前  のプログラム統括責任者   専門医機構の救

急科領域研修委員  認めれ    しま 。 の際 移動前の研修を移動 の研修期間に  

    ま 。  

 7 専門研修プログラム して定められてい もの以外の研修を 加    は プログラム統括責任

者   専門医機構の救急科領域研修委員  認めれ     。た し 研修期間に    

    は  ませ 。  

 

 

20.専門研修実績記録   ム マニュ  等について  

 1 研修実績   評価を記録し 蓄積     ム 

   画  研修推   攻  研修修    研修プログラム   ・改善      攻 研修実

績   マ     記    マ    記載  っ   攻  研修 実績    記  ま 。

          研修プログラム管 委員         研修管 委員  蓄 さ ま 。 

 

 

 2 医  しての  の評価  

           看 師 含ん 2名   多   含   常    察    り 攻 

 人   プロ        ム     各年       時  攻 研修マ       

   形            りま 。  

 3 プログラム運用マニュ    ォ マ  等の整備  

  研修プログラム 効果 運用      本         領 研修委員       攻

 研修マ        マ      攻 研修実績   マ     記    マ    

 整    ま 。  

 ◉ 攻 研修マ    :    攻 研修マ            含ま   ま 。 

  ・   資格      必  知識・技 ・       

  ・      例      等           

  ・          

  ・  研修プログラム 修  件 

  ・   申請 必  書   出   

  ・そ   

 ◉   マ    :    攻    マ            含ま   ま 。  

  ・     件 

  ・      必       

  ・ 攻         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  ・そ   

 ◉ 攻 研修実績記    マ  :  実績     攻 研修実績   マ    用    ま

 。 

 ◉            ド    記 : 攻            本         

領 研修委員             記    マ    用    ま 。  

  ・ 攻     ・   任  チ        攻 研修実績   マ     記    マ

     研修プログラム管 委員   出 ま 。 

  ・書   時  毎年10月末 3月末   。書  出時  毎年11月(  報告)  4月(年次報告)

  。   

  ・        報告用紙 そ         管   本   研修     研修プログ

ラム管 委員   付 ま 。 

  ・研修プログラム管 委員           報告用紙  容 次年  研修 容 反映させ

ま 。 

 ◉   研修 画(FD) 実 記 :  研修     研修プログラム管 委員    研修プログラ

ム 改善       研修   養         本     等            

     参加記       ま 。 

 

 

21.専攻医の採用 修了  

 1 採用方法 

  ・   領    研修プログラム  攻 採用        ま 。 

  ・研修     研修プログラム管 委員  研修プログラム 毎年公表 ま 。   

  ・研修プログラム   募   年       7月1   研修プログラム   任 宛 所  

様式  研修プログラム 募申請書     歴書  師免許 （   ）   研修修    

（   ） 志望動 書   研修 院 推薦書  出   さ 。  

  ・研修プログラム管 委員   書面審    面接   採否 決  ま 。   

  ・採否 決 後   攻            研修プログラム管 委員  必      

随時 追加募    ま 。 

  ・ 攻  採用     領   時 一  時    ま 。 

 2 修了 件 

  ・      申請年 (  研修 3 年  時    そ  後)  知識・技 ・       

  達              修      ま 。 

22.応募方法 採用 

 1 応募資格 
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  1)  本国  師免許 有       

  2)   研修修     有    (第98  降  師国家試  格   必 。  30年(2018

年)3月31 ま    研修 修   見込      含む。)   

  3) 一般   人 本      正 員     (  30年4月1 付   予    含む。 

  

  4)  募  :  29年(2017年)7月1   約2 月  

 2 選考方法:書 審  面 に り選考しま 。面 の日時  所は 途通 しま 。  

 3 応募書 :研修プログラム応募申請書 履歴書 医 免許証（   ）   研修終了 録証（  

 ） 志望動機書   研修病院の推薦書 

 

【問   せ     出 】 

 〒910―8526 

 福井県福井市四ツ井2-8-1  

 福井県  院 営管 課 菅  恵子 

  電話 号:0776-54-5151( 2052) 

  FAX:0776-57-2945 

  E-mail:kenbyo@pref.fukui.lg.jp 


